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馬蹄鉄腎 に発生 した腎細胞癌の1例

大阪警察病院泌尿器科(部 長:藤 岡秀樹)
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本多 正人,藤 岡 秀樹

RENAL CELL CARCINOMA IN A HORSESHOE  KIDNEY  : A CASE REPORT

Kensaku NISHIMURA, Koji YAZAWA, Hidenobu MIURA,

Masahito HONDA and Hideki  FujioxA

From the Department of Urology, Osaka Police Hospital

   A 69-year-old man presented for further examination for left renal mass. Computed tomography 
and magnetic resonance imaging revealed a heterogenous mass on the left side of a horseshoe kidney 
accompanied with renal vein thrombus. Aortography showed a hypervascular mass in the left kidney 
and aberrant arteries to the isthmus originating from the aorta. A left nephrectomy with the division 
of the isthmus was performed through an abdominal transperitoneal approach. Histological 
evaluation revealed grade 2, stage T3b, renal cell carcinoma. The patient was free of tumor, but died 
of intracerebral hemorrhage 5 months after the operation. 

                                              (Acta Urol. Jpn.  43: 279-281, 1997) 
Key  words  : Horseshoe kidney, Renal cell carcinoma

　 　　　 　　 　　緒 　 　 　 　 　言

　 馬蹄鉄 腎の発生頻度 は400人 ～1,800人 に1例 とされ

てお りD,比 較的 よ く経験す る先天性 腎奇形であ る.

馬蹄鉄腎 は解剖学 的特徴 か ら感染 や結石 を高頻度 に合

併す るこ とは よく知 られているが,腎 細胞癌発生例 は

稀 である.今 回,馬 蹄鉄腎 に発生 した腎細胞癌の1例

を経験 したので,文 献 的考察 を加 え報告す る.

　 　　　 　　 　　症 　 　 　 　 　例

　 患者:69歳,男 性

　 主訴:左 腎腫瘤精査

　 既往 歴:58歳 時 にC型 慢 性肝 炎 を指摘 され,66歳

時 に約6カ 月 間IFN一 α(900万 単 位　計57回,600万

単 位　計25回)に よる治療 をうけてい る.

　 家族歴:特 記すべ きことな し

　 現病 歴:1995年7月,慢 性 肝炎 の定 期検 診 の ため

CT施 行,左 腎腫瘤 を指摘 され た.8月7日 精査治療

目的 にて当科 入院 とな った.

　 入院時検査所 見:末 梢血 液検 査では異常 を認めず,

血 沈1時 間値30　 mrp,2時 間値50　 mmと 軽 度充 進 を

認め た.血 液生 化学 検査 で は尿 酸8.8　 mg/dl,　 CRP

l.46　mg/dlと 軽 度高値 を示 した以外 は異常 を認 めな

かった.LDH,α2-globulin,　 IAPは 正 常 であった.

検 尿所見 は正常 で,尿 細胞診 はclass　 IIで あ った.

　 排泄性腎孟造影:腎 長軸 は下方で交叉 してお り,第

4腰 椎 レベ ルに峡部 を有す る馬蹄鉄 腎 を認めた.

CT:内 部 不 均 一 な腫瘤 は腎 上極 か ら下極 にお よ

び,腎 上極で は左腎 よ り離 れて腹 側 に径3cmの 腫 瘤

を認めた(Fig.1).

MRI:Tl強 調 画像 冠状断で はやや低信号域 を示す

腫瘤 が腎上極 か ら下極 に存在 し,腎 静脈 内に腫瘍塞栓

を疑 う腫瘤 を認 めた(Fig.2).

腹 部 大動脈造影:左 腎動脈 は2本 存在 し,こ れ らよ

り分岐す る腫瘍栄 養血 管の増生 な らびに腫瘍濃染像 を

認め,下 極 よ り突 出 した腫瘍 に もお よんでいる.峡 部

は大動脈 よ り分 岐 した2本 の動脈 に支配 されてお り,

左 側 の動 脈は下極 の腫瘍へ と伸 びている(Fig.3).

以 上 よ り馬 蹄鉄 腎 に発 生 した左 腎腫瘍 と診 断 し,

1995年8月17日 左 腎摘 除術 お よび峡部離 断術 を施行 し

た.

手 術所 見:腹 部 正中切 開にて経腹膜 的に後腹膜腔 に

達 し,ま ず大動脈 よ り分岐 した峡部 の支 配血管 を結紮

し,峡 部 を離 断後,左 腎 を摘 除 した.腫 瘍 と離 断部 の

距離 は3.5cmで あ った、

摘 除標 本:摘 除標本重量 は320g,腫 瘍 は6.0×5.5

cm,腎 下 極 よ り突 出 し,腎 被 膜外への浸潤 を認 める.

腫 瘍 割面 は淡 黄色 で一部壊 死 を伴 ってい る.ま た,腎

上極 に も娘病巣 を認め,腎 静脈 内腫瘍塞栓 と連続性 を

有す る.

病 理組織所 見:淡 明な細 胞質 に小型の核 をもつ細胞

が 胞 巣 状 に存 在 した.以 上 よ りrenalcellcarci-

noma,solidtype,clearcellsubtype,G2,INFβ,

pT3b,pVlbと 診 断 した.
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Fig.1.Computedtomographyrevealeda3×3cmrenalvein

thrombusontheventralsideoftheleftkidney(left),

andaheterogenousmassontheleftsideofthe

isthmus(right),
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Fig.2.MRI(Tlweighted,coronaryplane)

revealsarenalmasswithrenalvein

thrombus.

轡

へ 」

御

術 後経 過:術 後2週 目よ りIFN一 γ300万 単位 を週1

回継 続 し,5カ 月経過 した時点で再発 を認 めなか った

が,1996年1月22日 脳 内出血 のため死亡 した.こ の際

の頭部CTで は脳転 移 を示唆す る所 見は認 めなか っ

た.

考 察

馬蹄鉄 腎 は比較 的 よ くみ られる先 天性 腎奇形 であ

り,そ の発生頻度 は400人 一一1,800人 に1例 とされてい

るD馬 蹄 鉄腎 に発生 した腎細胞癌 は稀 であ り,本 邦

で は,川 上 ら2)の 集 計 に 自験例 を含め た4例3"J「)を 追

加 して31例 の報告 がある.

馬蹄 鉄腎に発生 した腎悪性腫瘍 をSmith-Behnら6)

は136例 集 計 して い るが,そ の内訳 は腎細 胞癌61例

(45%),腎 孟 腫 瘍27例(20%),Wilms腫 瘍38例

(28%),肉 腫 その他10例(8%)で,高 橋 ら3)の 本

邦報告例 の集計 と組織別頻度 に差異 は認めない.非 癒

合 腎 で の 頻 度 が 腎 細 胞 癌83%,腎 孟 腫 瘍7.7%,

Wilms腫 瘍5.6%で あ るこ とよ り,馬 蹄鉄 腎にお ける

Fig,3.Aortographyrevealedahypervascular

massonthelef亡sideofahorseshoe

kidney.Thetumorissuppliedby2

1eftrenalarteriesandinpartbyleft

aberrantarterytotheisthmus.

腎孟腫瘍 ・Wilms腫 瘍の発生 は相対的に高頻度であ

るといえる6)

腎孟腫瘍の発生頻度が非癒合腎に比 して も約3～4

倍と高い7)のは閉塞性変化 による尿停滞,ま たこれに

伴 う結石 感染 の合併 に起因す ると考 えられてい

る8>Wilms腫 瘍 に関 しては後腎由来の胚芽質の異

常増殖が腫瘍発生に関与 していると考えられ,そ の発

生頻度は非癒合腎の約1.76～7.93倍 と推計 されてい

る9)腎 細胞癌発生の相対頻度が低いのはこれら2つ

の腫瘍が高頻度であるためとされ,一 般的には馬蹄鉄

腎と非癒合腎での発生頻度に差異はないと考えられて

いる10)

最近,馬 蹄鉄腎が後腎原基の機械的癒合により発生
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す る とい う通説 に対 し,Domenech-MateuらIDは 腎

形成領域の背側へ の細胞の迷入 によ り馬蹄鉄腎が生 じ

る とい う発生 学 的仮 説 を提 唱 した。 これ を うけ て,

Hohenfellnerら12)は この迷 入組織 が 腎細 胞癌 の発生

に関与 している と推察 しているが,現 時点で は馬蹄鉄

腎の もつ遺伝学的 あるいは発生学 的背景 が どの程 度腫

瘍発生 に関与 しているかは明 らかはではない.

治 療 は峡部離 断術 な らびに患側 の腎摘 除術 が大半 で

あ り,腎 部分切除術 は径3cmのGl症 例 を含 む峡部

中央 の腫 瘍2例13>と 左 腎 に発生 した径1cmのG2症

例5)の 計3例 に施 行 さ れ て い る.こ う し たlow

grade・lowstage症 例 で は非癒 合腎 の良好 な治 療成

績14}を う けて,同 様 に腎保 存手術 の適 応 は考慮 され

るべ きであろ う.

治 療 にあた り,馬 蹄 鉄腎 と くに峡部の血管分布 は き

わめ て変異 に富 んで いる こ とを念頭 にお く必要 が あ

る.Janetschekら15)は 峡 部 の血 管支 配が大動 脈 総

腸骨 内外腸骨 ・下腸 問膜 ・正中仙骨動脈 と多岐 にわ

たる ことを示 してい る.ま た川上 ら2)は リンパ節郭清

領域 を支 配動脈付 近 まで拡 大す る必要性 を強調 してい

る.こ うした見地 か らも,術 式 の選択 や術 中血管処理

の指標 として血管造影 に よる腎血管 な らびに腫瘍栄養

血管 の把握 が重要 である と考 え られた.

結 語

馬蹄鉄腎に発生 した腎細胞癌の1例 を報告するとと

もに,若 干の文献的考察を加えた.自 験例は本邦31例

目と考えられた.

本論文の要旨は第155回 日本泌尿器科学会関西地方会にて

発表 した.
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